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台風14号災害
祝長寿 竹田市長寿番付

予防接種が変わります
なんち読むん？竹田
第58回県民体育大会
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　９月６日九州に上陸した台風 14号は、中心気圧が 935 ヘクトパスカル、中心付近の最大風速 45㍍と
大型で非常に強い台風で、九州各地に大きな被害をもたらしました。
　竹田市は 6日午前中から暴風域に入り、4日から降り続けた雨と合わせて倉木地区で総雨量 900 ㍉を
超す等、豪雨が続き、竹田地域・荻地域を中心に大きな被害を受けました。
　特に、荻町南河内地区では人家の裏山が幅 40 ㍍、長さ約 150 ㍍にわたって崩壊し、行方不明者 2名（９
月 26日現在）の人的被害が出た他、宮砥地区等でも土砂崩れにより家屋が倒壊、また、生活道路が各地
で寸断され、農地も 1,000 件を超す被害を受けています。
　竹田市では、関係機関、地元の方々と協力し、被害の把握と早期復旧に向けて全力を尽くします。
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６
日
に
竹
田
市
を
襲
っ

た
台
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。
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台
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取
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く
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台風14号

竹田・荻地域に大きな被害
↑行方不明者 2名を出した崩落現場（南河内地区）
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台風14号の経路

↑氾濫する川に沈む河川プール（入田地区）。

↑気象庁「2005 年台風経路図」より転載。

↑崩落し、車と道路を埋めた土砂（玉来地区）。

↑土砂に巻き込まれた住家（宮砥地区）。

↑道路と田畑に積み重なる杉（嫗岳地区）。

↑住家横から市道に渡っての崩落（豊岡地区）。

↑土砂で寸断された広域農道（宮砥地区）。
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６
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２
名

◇
住
家
被
害

　

全
壊
４
棟
、
半
壊
３
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損
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３
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０
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５
７
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２
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７
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９
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。
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竹田市周辺の
雨量観測局
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もしもの時のために

日頃の備え

土砂災害の主な前兆現象

早めの避難
こんな現象を見たら…
聞いたら…
早めに避難しましょう。

　人命や大切な財産を一瞬のうちに奪い去る土
砂災害。土砂災害は、梅雨時から台風シーズン
にかけ 1年のうちでも降雨量の多いとき、最も
発生します。「日頃の備え」を万全にし、いざとなっ
たら「早めの避難」をこころがけましょう。

土砂災害の多くは雨が原因となって発生します

避難する道に危険な場所がないか、
日頃から調べておきましょう。
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こ
の
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の
台
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に
よ
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。
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す
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●
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４
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０
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等
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務
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又
は
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合

　

支
所
保
健
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で
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け
付
け

　

て
い
ま
す
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詳
し
く
は
、
竹
田

　

市
ホ
ー
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ー
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覧
く
だ

　

さ
い
。

●
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い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
管
理
係

　

☎
63‒

４
８
１
１

突然襲う土砂災害
雨量情報に注意して「早めの避難」を!

あなたの住む町の雨量情報が
いつでも確認できます

☎雨量情報
0974-63-4936
0974-63-4935

◆山鳴りがする　◆急に川の流れが濁り流木が混ざっている
◆雨が降り続いているのに川の水位が下がる　◆腐った土の臭いがする

◆沢や井戸の水が濁る　◆地面にひび割れができる　◆斜面から水が噴き出す
◆家や擁壁に亀裂が入る　◆家や擁壁、樹木や電柱が傾く

◆がけに割れ目が見える　◆がけから小石がぱらぱらと落ちてくる
◆がけから水が湧き出ている　◆がけから木の根が切れる等の音がする

土石流

地すべり

がけ崩れ

参考：大分県土木
建築部砂防課発行
パンフレット
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竹
田
市
の
最
長
寿
者
は

 

栗
本
カ
ツ
さ
ん
（
１
０
７
歳
）

　

９
月
19
日
の
敬
老
の
日
を
控

え
、
竹
田
市
と
竹
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
９
月
15
日
に
市

内
の
１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
者
21

人
を
牧
市
長
・
大
久
保
助
役
・
後

藤
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
訪
問

し
、
記
念
品
と
賞
状
を
敬
老
祝
い

品
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
の
最
長
寿
者
の
栗
本
カ

ツ
さ
ん
（
城
北
町
）
の
お
宅
で
は
、

栗
本
さ
ん
が
教
え
て
い
た
茶
道
の

お
弟
子
さ
ん
や
孫
弟
子
さ
ん
と
の

交
流
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

人
生
の
先
達
で
あ
る
皆
様
の

ご
多
幸
と
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま

す
。

祝　長寿
こ れ か ら も お 元 気 で

平成17年度竹田市長寿番付
           （平成17年9月1日現在・敬称略）

（竹　田）　　女　 107 歳
（松　本）　　女　 105 歳
（玉　来）　　女　 105 歳
（竹　田）　　女　 103 歳
（長　湯）　　女　 102 歳
（長　湯）　　女　 102 歳
（入　田）　　男　 102 歳
（玉　来）　　男　 102 歳
（久　住）　　女　 101 歳
（久　住）　　女　 101 歳
（宮　砥）　　女　 101 歳
（豊　岡）　　男　 101 歳
（　荻　）　　女　 101 歳
（城　原）　　女　 101 歳
（岡　本）　　女　 101 歳
（都　野）　　女　 101 歳
（明　治）　　女　 100 歳
（　荻　）　　女　 100 歳
（久　住）　　男　 100 歳
（都　野）　　女　 100 歳
（岡　本）　　女　 100 歳

99 歳　男   1 人　女   5 人　計    6 人
98 歳　男   5 人　女 13人　計   18 人
97 歳　男   3 人　女 16人　計   19 人
96 歳　男   5 人　女 20人　計   25 人
95 歳　男   9 人　女 26人　計   35 人
94 歳　男 22人　女 35人　計   57 人
93 歳　男 12人　女 46人　計   58 人
92 歳　男 20人　女 69人　計   89 人
91 歳　男 31人　女 74人　計 105 人
90 歳　男 32人　女 85人　計 117 人

第１回歳末助け合い
チャリティーショー出演者募集!
日時　12月 3日㈯　　場所　竹田市文化会館大ホール
申込期限　10月 31日㈪
出演時間　歌・踊り 5分以内、寸劇 20分以内、その他　
　10分以内
出演資格　市内に住所を有する人、または市内に勤務する
　人で構成する団体、グループまたは個人とし、危険を伴
　う内容、公序良俗に反するものでないこと。
　団体出演は、1団体 1種目。舞踊については 1会派 1　
　種目とし、指導免許を有する人が必ず出演すること。
※出演者の諸経費、出演料、交通費、出演に必要な諸経費
　及び物品などは、すべて出演者側の負担とします。
※申込みが多い場合は、出演調整をします。
●お問合せ・申込み
　福祉事務所　　　　　　　☎ 63-4811
　荻総合支所保健福祉課　　☎ 68-2214
　久住総合支所保健福祉課　☎ 76-1419
　直入総合支所保健福祉課　☎ 75-2142

 

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
会

　

身
体
障
害
者
で
等
級
の
変
更
を

受
け
よ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
人
、

及
び
身
体
障
害
者
の
認
定
を
受
け

よ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
人
を
対
象

に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈮

　
　
　

９
時
〜
11
時
（
受
付
）

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

内
容　

身
体
障
害
者
手
帳
の
医
学

　

的
診
断
（
肢
体
、
聴
覚
）・
補

　

装
具
（
義
肢
、
装
具
、
補
聴
器
、

　

車
い
す
、
電
動
車
い
す
）
の
適

　

合
判
定

※
電
動
車
い
す
の
判
定
は
予
約
が

　

必
要
で
す
。

※
診
断
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し

　

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
視
覚
障
害
に
つ
い
て
の
相
談
は

　

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　

☎
63‒

４
８
０
１
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なんち読むん？ 竹田            荻・久住・直入自治会編
　「あん町の、こん地名はなんち読むんじゃろう？」　そんなあなたへ贈ります。

大　字 自治会名 ふ り が な 郵便番号
荻　

町

馬　場 馬　場 ばば 879-6115
馬　場 桜町東 さくらまちひがし 879-6115
馬　場 桜町西 さくらまちにし 879-6115
馬　場 桜町南 さくらまちみなみ 879-6115
馬　場 桜町栄 さくらまちさかえ 879-6115
桑　木 桑　木 くわぎ 879-6121
木　下 木　下 きのした 879-6101
政　所 政　所 まどころ 879-6102
藤　渡 藤　渡 ふじわたり 879-6104
新　藤 新　藤 しんどう 879-6103
南河内 南河内 みなみがわち 879-6111
高　城 高　城 たかじょう 879-6116
恵良原 恵良原 えらはる 879-6113
馬背野 馬背野 ませの 879-6112
陽　目 陽　目 ひなため 879-6124
大　平 大　平 おおだいら 879-6126
仏　面 仏　面 ぶつめん 879-6125
叶　野 叶　野 かないの 879-6127
高練木 高練木 たかねりき 879-6128
柏　原 柏　原 かしわばる 879-6122
瓜　作 瓜　作 うりつくり 879-6134
宮　平 宮　平 みやびら 879-6123
田　代 田　代 たしろ 879-6133
西福寺 西福寺 さいふくじ 879-6132
鴫　田 鴫　田 しぎた 879-6131
北　原 北　原 きたばる 879-6135

久
住
町

大字久住 本　町 ほんまち 878-0201
大字久住 下　町 しもまち 878-0201
大字久住 田向町 たむかいまち 878-0201
大字久住 田向住宅 たむかいじゅうたく 878-0201
大字久住 桐迫住宅 きりさこじゅうたく 878-0201
大字久住 新　町 しんまち 878-0201
大字久住 新町住宅 しんまちじゅうたく 878-0201
大字久住 杉小野 すぎおの 878-0201
大字久住 飛　森 ひもり 878-0201
大字久住 久住荘 くじゅうそう 878-0201
大字久住 今　村 いまむら 878-0201
大字久住 加良登 からと 878-0201
大字久住 境　川 さかいがわ 878-0201
大字久住 加生島 かしょうじま 878-0201
大字久住 青　柳 あおや 878-0201
大字久住 山　中 やまなか 878-0201
大字久住 室 むろ 878-0201
大字久住 仲　村 なかむら 878-0201
大字久住 建　宮 たてみや 878-0201
大字久住 道　園 どうぞの 878-0201
大字久住 阿蔵野 あぞの 878-0201
大字久住 阿蔵野東 あぞのひがし 878-0201
大字久住 神　馬 かんば 878-0201
大字久住 牧の元 まきのもと 878-0201

大　字 自治会名 ふ り が な 郵便番号
久
住
町
（
続
き
）

大字久住 平　木 ひらぎ 878-0201
大字久住 畜産試験場 ちくさんしけんじょう 878-0201
大字久住 新妍住宅 しんけんじゅうたく 878-0201
大字久住 赤　川 あかがわ 878-0201
大字久住 沢　水 そうみ 878-0201
大字久住 久住その他 くじゅうそのた 878-0201
大字白丹 巣　原 すはら 878-0205
大字白丹 白丹町 しらにまち 878-0205
大字白丹 宮　原 みやばる 878-0205
大字白丹 丸　山 まるやま 878-0205
大字白丹 添ヶ迫 そえがさこ 878-0205
大字白丹 陽　谷 ようこく 878-0205
大字白丹 寺　原 てらばる 878-0205
大字白丹 仲　原 なかばる 878-0205
大字白丹 中　通 なかどおり 878-0205
大字白丹 杉の原 すぎのはる 878-0205
大字白丹 瀬　戸 せと 878-0205
大字白丹 東小路 ひがしこうじ 878-0205
大字白丹 西小路 にしこうじ 878-0205
大字白丹 尾　登 おのぼり 878-0205
大字添ケ津留 米　賀 こめか 878-0206
大字添ケ津留 添ケ津留 そえがつる 878-0206
大字白丹 南稲葉 みなみいなば 878-0205
大字白丹 鷹の巣 たかのす 878-0205
大字白丹 稲　葉 いなば 878-0205
大字白丹 梅の木 うめのき 878-0205
大字白丹 後　山 うしろやま 878-0205
大字白丹 荻の迫 おぎのさこ 878-0205
大字白丹 仲原住宅 なかばるじゅうたく 878-0205
大字白丹 白丹住宅 しらにじゅうたく 878-0205
大字白丹 白丹その他 しらにそのほか 878-0205
大字栢木 老　野 おいの 878-0204
大字栢木 塔　立 とうたて 878-0204
大字栢木 小　倉 おくら 878-0204
大字栢木 小倉峠 おくらとうげ 878-0204
大字栢木 まほろばの丘 まほろばのおか 878-0204
大字栢木 柚　木 ゆのき 878-0204
大字栢木 峰　越 みねごえ 878-0204
大字栢木 古屋敷 ふるやしき 878-0204
大字栢木 八　山 はちやま 878-0204
大字栢木 山　路 やまじ 878-0204
大字栢木 四つ口 よつくち 878-0204
大字栢木 向　岳 むこうだけ 878-0204
大字栢木 栢　木 かやぎ 878-0204
大字栢木 古　市 ふるいち 878-0204
大字栢木 池の口 いけのくち 878-0204
大字栢木 池の口住宅 いけのくちじゅうたく 878-0204
大字栢木 さくら住宅 さくらじゅうたく 878-0204
大字栢木 冷　川 ひやがわ 878-0204
大字栢木 馬　場 ばば 878-0204
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※複数の呼び方がある自治会については、代表的な名前を掲載しました。

大　字 自治会名 ふ り が な 郵便番号
久
住
町
（
続
き
）

大字栢木 千人塚 せんにんづか 878-0204
大字栢木 千人塚本町 せんにんづかほんまち 878-0204
大字栢木 千人塚栄町 せんにんづかさかえまち 878-0204
大字栢木 千人塚中央 せんにんづかちゅうおう 878-0204
大字栢木 千人塚新町 せんにんづかしんまち 878-0204
大字栢木 都野住宅 みやこのじゅうたく 878-0204
大字仏原 仏　原 ぶつばる 878-0203
大字仏原 須　崎 すさき 878-0203
大字仏原 石　田 いしだ 878-0203
大字仏原 市 いち 878-0203
大字有氏 有　氏 ありうじ 878-0202
大字有氏 湯の上 ゆのうえ 878-0202
大字有氏 七里田 しちりだ 878-0202
大字有氏 塔の原 とうのはる 878-0202
大字有氏 岳麓寺 がくろくじ 878-0202
大字有氏 板　切 いたきり 878-0202
大字有氏 小　柳 こやなぎ 878-0202
大字有氏 向　原 むこうばる 878-0202
大字有氏 石　原 いしわら 878-0202
大字有氏 六反原 ろくたんばる 878-0202
大字有氏 広　内 ひろうち 878-0202
大字有氏 宮処原 みやとこばる 878-0202
大字有氏 法華院 ほっけんいん 878-0202
大字柏木 久住分校寮 くじゅうぶんこうりょう 878-0204
大字有氏 清　水 しみず 878-0202
大字柏木 都野その他 みやこのそのた 878-0204

直
入
町

大字神堤 神　堤 かみつつみ 878-0401
大字長湯 上　野 うえの 878-0402
大字長湯 南　原 みなみばる 878-0402
大字長湯 四ツ口 よつくち 878-0402
大字長湯 筒　井 つつい 878-0402
大字長湯 長　野 ながの 878-0402
大字長湯 日向塚 ひゅうがづか 878-0402
大字長湯 栃　原 とちわら 878-0402
大字長湯 桑畑上 くわばたかみ 878-0402
大字長湯 桑畑中 くわばたなか 878-0402
大字長湯 桑畑下 くわばたしも 878-0402
大字長湯 芹川団地 せりかわだんち 878-0402
大字長湯 新　田 にいだ 878-0402
大字長湯 下河原 しもがわら 878-0402
大字長湯 原 はる 878-0402
大字長湯 柚柑子東原 ゆこうじひがしばる 878-0402
大字長湯 柚柑子日向 ゆこうじひむき 878-0402
大字長湯 柚柑子 ゆこうじ 878-0402
大字長湯 仲　村 なかむら 878-0402
大字長湯 久　保 くぼ 878-0402
大字長湯 社　家 しゃけ 878-0402
大字長湯 下社家 しもしゃけ 878-0402
大字長湯 下　迫 しもざこ 878-0402
大字長湯 沢　水 そうず 878-0402
大字長湯 山　中 やまなか 878-0402
大字長湯 辻 つじ 878-0402

大　字 自治会名 ふ り が な 郵便番号
直
入
町
（
続
き
）

大字長湯 冬　田 ふゆだ 878-0402
大字長湯 芋　迫 いものさこ 878-0402
大字長湯 南ケ代 みなみがだい 878-0402
大字長湯 湯の香 ゆのか 878-0402
大字長湯 大和町 やまとまち 878-0402
大字長湯 尚栄町 しょうえいちょう 878-0402
大字長湯 新栄町 しんえいちょう 878-0402
大字長湯 本　町 ほんまち 878-0402
大字長湯 上　町 うわまち 878-0402
大字長湯 御前湯 ごぜんゆ 878-0402
大字長湯 天神町 てんじんちょう 878-0402
大字長湯 長生湯 ちょうせいとう 878-0402
大字長湯 丸　山 まるやま 878-0402
大字長湯 山　脇 やまわき 878-0402
大字長湯 元　町 もとまち 878-0402
大字長湯 花　立 はなたて 878-0402
大字長湯 ドイツ村 ドイツむら 878-0402
大字長湯 南 みなみ 878-0402
大字長湯 福祉センター ふくしセンター 878-0402
大字長湯 美晴が丘 みはるがおか 878-0402
大字長湯 スカイビュー直入 スカイビューなおいり 878-0402
大字上田北 原　口 はらぐち 878-0403
大字上田北 名子山 なごやま 878-0403
大字上田北 釘小野 くぎおの 878-0403
大字上田北 城　後 じょうご 878-0403
大字上田北 二　又 ふたまた 878-0403
大字上田北 梶　屋 かじや 878-0403
大字上田北 草　深 くさぶか 878-0403
大字上田北 橘　木 たちばなぎ 878-0403
大字下田北 仲　村 なかむら 878-0404
大字下田北 山　浦 やまうら 878-0404
大字下田北 小津留 おづる 878-0404
大字下田北 飛竜野 ひりゅうの 878-0404
大字下田北 芹　川 せりかわ 878-0404
大字下田北 塩　手 しおて 878-0404
大字下田北 藤　目 ふじめ 878-0404
大字下田北 須　郷 すごう 878-0404
大字下田北 神の原 かみのはる 878-0404
大字下田北 平沢水 ひらそうず 878-0404

訂正とお詫び
　広報たけた 9月号に掲載した「なんち読むん？竹
田」竹田自治会編で下記のとおり誤りがありました。
訂正してお詫びします。

自治会名 　　誤　　 →　　正
竹　田 片ヶ瀬 郵便番号 878-0013 → 878-0003

入　田
笹　尾 ふりがな ささお　　 →ささのお
大田原 ふりがな おおたわら→おおたばる

菅　生 原　山 ふりがな はらやま　→はるやま
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NO　　　　　　　　　　　　　YES

NO　　　　　　　　　　　　　YES

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す

　

予
防
接
種
施
行
令
の
改
正
が
あ

り
、
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
予
防
接

種
の
接
種
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
　
（
平
成
18
年
４
月
１
日
施
行
）

　
　
　
　

  

主
な
改
正
点

対
象
年
齢
と
接
種
回
数

◇
改
正
前

　

生
後
12
か
月
〜
90
か
月
未
満

◇
改
正
後

第
１
期

　

生
後
12
か
月
〜
24
か
月
未
満

第
２
期　

５
歳
以
上
７
歳
未
満
で

　

小
学
校
就
学
始
期
の
１
年
前
〜

　

小
学
校
就
学
始
期
の
前
日
（
３

　

月
31
日
）
ま
で

使
用
ワ
ク
チ
ン
の
変
更

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
麻

し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

使
用
し
ま
す
。

  

今
後
の
対
応

①
生
後
90
か
月
未
満
ま
で
の
乳
幼

　

児
が
接
種
で
き
る
の
は
平
成
18

　

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

②
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
麻

　

し
ん
・
風
し
ん
両
方
の
ワ
ク
チ

　

ン
接
種
を
受
け
た
場
合
は
、
年

　

齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
後
に

　

竹
田
市
が
行
う
予
防
接
種
の
対

　

象
者
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

③
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
麻

　

し
ん
・
風
し
ん
の
い
ず
れ
か
の

　

接
種
を
受
け
た
場
合
は
、
改
正

　

後
に
竹
田
市
が
行
う
予
防
接
種

　

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
平

　

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
未

　

接
種
（
罹り

か
ん患
し
て
い
な
い
場
合
）

　

の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ

　

さ
い
。

④
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
両

　

方
未
接
種
で
生
後
24
か
月
未
満

　

の
乳
幼
児
は
第
１
期
、
第
２
期

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

生
後
24
か
月
を
越
え
た
幼
児

　

は
第
２
期
の
み
の
対
象
と
な
り

　

ま
す
が
、
５
歳
の
誕
生
日
を
迎

　

え
る
ま
で
に
麻
し
ん
・
風
し
ん

　

に
か
か
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

　

の
で
、
早
め
に
接
種
を
し
ま
し

　

ょ
う
。

④
現
在
、
小
学
１
年
生
（
90
か
月

　

未
満
）
及
び
来
年
度
就
学
を
迎

　

え
る
幼
児
で
、
予
防
接
種
を
受

　

け
て
い
な
い
場
合
は
、
平
成
18

　

年
３
月
31
日
ま
で
に
受
け
て
く

　

だ
さ
い
。

  

接
種
に
か
か
る
費
用

　

麻
し
ん
及
び
風
し
ん
単
抗
原
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
平
成
18
年
４
月
１

日
以
降
、
任
意
接
種
（
全
額
自
己

負
担
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
第

１
期
・
第
２
期
の
混
合
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
平
成
18
年
４
月
１
日
以

降
公
費
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク

チ
ン
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
生
ワ
ク

チ
ン
の
た
め
、
接
種
後
27
日
間
は

他
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
調
等
に

よ
り
接
種
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
接
種
も
れ
と
な
ら
な

い
よ
う
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
の

上
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
の
医
師

や
健
康
増
進
課
、
各
総
合
支
所
保

健
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課
管
理
係

　

☎
63‒

４
８
１
０

麻しん・風しん予防接種フローチャート

A. 今までに麻しん・風しんにかかったことがある

B. これまでに麻しん・風しんの予防接種を受けたことがある

C. 月齢が 12 か月以上 24 か月未満

NO　　　　　　　　　　　　　YES

　　月齢が 24か月以上
　　60か月未満

平成 18年 3月 31 日までに
予防接種を受ける。
できるだけ早い時期に接種し
ましょう。

　　月齢が 60か月以上
　　84か月未満

両方接種していない場合
第 2期対象者

（平成 18年 4月 1日～）

両方にかかった→接種する必要はありません
麻しん又は風しん（片方）にかかった＋かかっていない方の予防接種済み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→接種する必要はありません
麻しん又は風しんにかかった＋かかっていない方の予防接種を接種していない

基準日：平成 18年 4月 1日

※母子保健手帳の予防接種のページで接種状況の確認をしてください。

両方接種した→接種する必要はありません
片方接種済み かかっていない又は接種を

受けていない方を平成18年
3月 31 日までに接種両方接種していない場合

第 1期対象者
（平成 18年 4月 1日～）

※平成 18年 4月1日以降は、麻しん、風しん単抗原ワクチンは公費（無料）で接種できなくなります。接種もれのないようご注意ください。

●お問い合せ
　竹田市役所健康増進課　　☎ 63-4810
　荻総合支所保健福祉課　　☎ 68-2214
　久住総合支所保健福祉課　☎ 76-1419
　直入総合支所保健福祉課　☎ 75-2142
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つれづれ
　   えっせい

 

国
際
賞
金
詐
欺

　「
あ
な
た
は
次
回
の
国
際
賞

金
当
選
者
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
方
で
す
。
当
選
チ
ャ
ン
ス
は

○
回
で
、
さ
ら
な
る
抽
選
も
！

　
今
す
ぐ
○
円
の
申
込
料
を
振

り
込
み
、
カ
ー
ド
番
号
等
を
郵

送
し
て
…
」

　
突
然
届
い
た
国
際
便
。
あ
た

か
も
大
金
が
手
に
入
る
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
は
詐
欺
の
一
種
で

す
。
業
者
は
振
り
込
ま
れ
た
申

込
料
と
、
あ
な
た
の
個
人
情
報

を
狙
っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
！

↑もっともらしく見え
　ますが…

　
こ
こ
竹
田
市
久
住
町
に
根
を

下
ろ
し
て
10
年
。
こ
の
雄
大
な

自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
Ｔ
Ａ
Ｏ

の
舞
台
は
今
、
世
界
中
か
ら
賞

賛
を
浴
び
て
い
る
。
世
界
を
目

指
し
な
が
ら
も
本
拠
地
九
州
に

根
強
い
基
盤
を
作
る
為
、
里
づ

く
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
九

州
各
地
を
網
羅
し
、
わ
ず
か
７

年
半
で
１
０
０
万
人
の
観
客
を

動
員
。
年
間
３
０
０
回
を
超
え

る
公
演
を
行
う
ほ
ど
、
揺
る
ぎ

な
い
基
盤
を
作
り
上
げ
た
。

　
そ
し
て
今
年
２
０
０
５
年
、

本
格
的
な
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
が

始
動
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
と
世
界
各
地
の
会
場
を

満
席
に
埋
め
尽
く
し
、
大
勢
の

観
客
が
歓
喜
の
声
を
上
げ
た
。

「
和
太
鼓
を
世
界
に
通
用
す
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
」
と

い
う
目
標
を
掲
げ
て
走
り
続

け
て
き
た
10
余
年
。
そ
の
夢

は
、
決
し
て
遠
く
な
い
現
実
に

あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

し
か
し
、
世
界
中
を
回
っ
て
も

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
場
所
、「
お
帰

り
」
と
迎
え
て
く
れ
る
故
里
が

あ
る
。
日
本
を
離
れ
て
い
て
も
、

そ
れ
は
大
き
な
支
え
と
な
り
、

心
か
ら
の
励
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
里
が
あ
る

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
、

次
な
る
異
国
の
地
、
オ
ラ
ン
ダ
・

ベ
ル
ギ
ー
へ
と
旅
立
つ
。

世界へ架ける和太鼓の鼓響

①

　
竹
田
の
〝
歴
史
の
道
〞は
、

市
民
権
を
得
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
が
、〝
武
家
屋
敷

通
り
〞は
よ
く
名
の
知
ら
れ
た

通
り
で
す
。

　
し
か
し
、「
何
㍍
く
ら
い
あ

る
の
？
」「
ど
ん
な
武
家
が
住

ん
で
い
た
の
？
」「
ど
ん
な
物

語
が
あ
る
の
？
」
等
と
、
関
心

を
持
つ
と
意
外
と
知
っ
て
い
る

よ
う
で
知
ら
な
い
こ
と
に
気
付

き
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
武
家
屋
敷
通

り
だ
け
で
な
く
〝
ふ
る
さ
と
〞

す
べ
て
に
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

武家屋敷通り＜歴史の道を磨く心＞
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

　
約
１
３
０ 

㍍
の
武
家
屋
敷
通

り
の
間
に
は
12
、
３
軒
ほ
ど
の

武
家
屋
敷
が
あ
り
ま
す
。
古
田

織
部
や
隠
れ
切き

り
し支
丹た

ん

の
話
は
、

歴
史
資
料
館
や
城
北
町
へ
足
を

運
ば
せ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

ふ
る
さ
と
を
宝
と
思
え
る
心
を

育
て
る
で
し
ょ
う
。

　
先
哲
が
た
た
ず
む
歴
史
の
道

は
、
城
下
町
に
住
む
人
々
に
よ

っ
て
磨
か
れ
る
こ
と
を
待
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
仲
村
　
睦
雄
）

　
次
号
か
ら
、竹
田
、荻
、久
住
、

直
入
の
地
域
振
興
に
心
血
を
注

い
だ
人
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

↑武家屋敷と言えばこの風景

↑古田家の門扉

第 1回
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第
58
回
県
民
体
育
大
会

総
合
得
点
１
１
６
点

来
年
は
さ
ら
な
る
躍
進
を
目
指
し
て

　

市
町
村
合
併
後
初
の
第
58
回
県

民
体
育
大
会
が
９
月
17
〜
19
日
に

か
け
て
、
県
内
各
地
の
第
63
回
国

体
開
催
地
等
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
ラ
グ
ビ
ー
予
選
は
10
日
）。

　

竹
田
市
か
ら
は
、
４
３
８
人

の
選
手
団
が
出
場
し
普
段
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
が
、
総

合
得
点
の
獲
得
は
１
１
６
点
に
と

ど
ま
り
16
位
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
総
合
優
勝
は
大
分
市

で
、
26
年
連
続
51
回
目
の
栄
冠
を

手
に
し
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
選
手
団
の
主
な
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す（
順
不
同
）。

【
山
岳
】

▽
女
子
踏
査
１
位
▽
女
子
縦
走
２

位
▽
女
子
総
合
１
位
（
４
年
ぶ
り

４
回
目
）
▽
男
女
総
合
３
位

【
銃
剣
道
】

▽
短
剣
道
１
位
佐
藤
芳
和

【
ラ
グ
ビ
ー
】

▽
Ａ
パ
ー
ト
２
位

【
弓
道
】

▽
男
子
遠
的
３
位
▽
女
子
遠
的
２

位
▽
男
子
総
合
３
位

【
陸
上
】

▽
男
子
50
歳
以
上
１
０
０ 
㍍
２

位
金
丸
一
幸
▽
男
子
40
歳
以
上
砲

丸
投
げ
２
位
後
藤
治
一
郎
▽
女
子

30
歳
未
満
１
０
０
㍍
３
位
花
田
聖

子

↑女子 100 ㍍花田聖子さん（中央）

↑男女総合 3位！　竹田市山岳チーム

↑トライは目前！　ラグビー後藤芳崇さん（右）

↑短剣を振るう短剣道佐藤芳和さん（右）↑シュートを狙うバスケ高橋孝征さん

↑射法八節。弓道女子チーム
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まちの話題

↑久謡会の神田姫衣ちゃん、優衣ちゃん インターン生、竹田研究所特派員に
　
竹
田
研
究
所
が
地
域
づ
く
り
イ

ン
タ
ー
ン
事
業
で
竹
田
市
に
受
け

入
れ
た
大
学
生
ら
５
人
の
研
修
報

告
会
が
９
月
４
日
に
行
わ
れ
、
市

長
か
ら
竹
田
研
究
所
特
派
員
の
委

嘱
状
と
名
刺
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
各
地
域
で
竹
田
市
の

観
光
宣
伝
な
ら
び
に
情
報
発
信
等

の
活
動
を
行
い
ま
す
。
報
告
に
つ

い
て
は
、
竹
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
生
活
情
報
）
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
作
り
で

　育
む
文
化

　
久
住
文
化
協
会
の
会
員
が
手
作

り
の
準
備
を
重
ね
、
９
月
10
日
に

「
く
じ
ゅ
う
の
日
文
化
協
会
発
表

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
舞
台
発
表
で
は
12
の
団
体
が
舞

踊
、
演
奏
、
合
唱
等
の
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
写
真
・
書
道
・
手
芸
の
展
示
や

囲
碁
ク
ラ
ブ
に
よ
る
囲
碁
大
会
も

併
せ
て
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
に
は
多
く

の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

↑見栄姿に喝采！

　
く
じ
ゅ
う
花
公
園
が
、
㈳
日
本

観
光
協
会
が
主
催
す
る
、
花
の
名

所
や
花
の
景
観
を
整
備
す
る
「
花

の
観
光
地
づ
く
り
」事
業
を
推
進
し
、

地
域
の
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
団

体
等
を
表
彰
す
る
「
花
の
観
光
地

づ
く
り
大
賞
」
平
成
17
年
度
大
賞

を
９
月
14
日
に
受
賞
し
ま
し
た
。

　
く
じ
ゅ
う
花
公
園
は
久
住
高
原

と
い
う
大
自
然
の
中
で
気
軽
に
自

然
と
触
れ
合
い
、
感
動
を
与
え
る

場
所
を
作
り
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
平
成
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
カ

ン
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
や
花
の
村
等

の
施
設
を
整
備
し
、
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

↑コスモスももうすぐ見頃です。

福岡で竹田、竹楽ＰＲ

　
竹
田
観
光
文
化
振
興
協
議
会
は

８
月
12
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、

マ
リ
ノ
ア
シ
テ
ィ
福
岡
に
竹
の
オ

ブ
ジ
ェ
と
竹
灯
籠
を
展
示
し
ま
し

た
。
ま
た
、
20
、
21
日
に
は
ご
ま

う
ど
ん
、
は
ら
ふ
と
餅
や
か
ら
あ

げ
、
荻
の
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

久
住
の
手
造
り
ハ
ム
等
の
物
産
展

も
開
催
し
ま
し
た
。

　
直
入
幼
稚
園
で
、
園
児
た
ち
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
協
力
し
て
、
そ

う
め
ん
流
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ

う
め
ん
を
流
す
竹
の
筒
や
、
つ
ゆ
、

薬
味
、
器
、
は
し
を
自
分
た
ち
で

作
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
流
れ
る

そ
う
め
ん
を
つ
か
む
の
が
楽
し
く

た
く
さ
ん
そ
う
め
ん
を
食
べ
て
い

ま
し
た
。

そうめん流し　楽しいな

舞
台
は

　
全
国
!!

↑県体での小出さん

　小出隆義さん（24・荻）が、第 60
回国民体育大会秋季大会弓道競技（10
月 23～ 26 日・岡山県玉野市）に県代
表として初出場します。
　竹田高校弓道部に入部した頃から弓
道を続けている小出さん。普段の練習
は自宅の仮設弓道場で行っています。
　国体での目標をたずねると「入賞を
狙います」と話してくれました。
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所保健福祉課　☎68-2214
久住総合支所保健福祉課　☎76-1419
直入総合支所保健福祉課　☎75-2142

今月は
私たちが
お知らせ

します

吉田まり子・坂本信江・木部真里子・渡部綾 （上段左から）、阿南充枝・甲斐香代子・堀田貴子（下段左から）

 

10
月
は

 

食
生
活
改
善
普
及
月
間
で
す

　
『
あ
な
た
の
食
事
は
大
丈
夫
？

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
活
用
を
』

　

近
年
、が
ん
、心
臓
病
、脳
卒
中
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
増

加
が
大
き
な
健
康
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
で
は
生
活
習

慣
病
の
一
次
予
防
に
重
点
を
お
い

た
「
健
康
日
本
21
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
食
生
活
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
か
ら
、
加
工
食
品
や
外

食
へ
の
過
度
の
依
存
、
食
卓
を
中

心
と
し
た
家
族
団
ら
ん
の
喪
失
が

見
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
男
性
の
肥

満
や
若
い
女
性
の
や
せ
の
増
加
な

ど
、
正
し
い
食
生
活
に
つ
い
て
の

知
識
が
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
ま
で
あ
っ
た
食
生
活

指
針
を
よ
り
具
体
的
な
行
動
に
結

び
つ
け
る
た
め
に
、「
何
を
」「
ど

れ
だ
け
」
食
べ
れ
ば
よ
い
か
を
示

し
た
『
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
』

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
的
な
食
生
活
を
営
む
た
め

に
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

『
健
康
づ
く
り
』
標
語
募
集
！

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
標
語
を

募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

１
、
募
集
内
容

　

健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た

標
語
。
特
に
市
民
の
や
る
気
を
引

き
出
す
よ
う
な
標
語
を
募
集
し
ま

す
。

２
、
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

た
だ
し
個
人
の
自
作
に
よ
る
も
の

と
し
ま
す
。

３
、
応
募
期
間

　

10
月
１
日
〜
31
日
ま
で

４
、
応
募
方
法

　

は
が
き
、
ま
た
は
応
募
用
紙
１

枚
に
つ
き
１
作
品
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

も
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

５
、
審
査
等

　

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
で
審
査

を
行
い
、
入
賞
の
方
に
は
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

６
、
そ
の
他

　

入
賞
作
品
は
健
康
づ
く
り
カ
レ

ン
ダ
ー
等
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コマの中では、ほとんど 1日座って仕事をしている運動習慣のない男性にとっての適量を示しています（およそ 2200kcal）。

肥満が気になる方々へ

●食事はバランス良く！夕食は軽めに！
●油を使った料理は控えめに！
●野菜をもっと食べましょう！副菜は5つ

単身者の方々へ

●食事が基本。健康は食事から！
●朝食は欠かさず！
●外食・中

なかしょく

食でももっと野菜料理を！

子育てを担う世代の方々へ

●食事はバランス良く。親子で楽しく。
●朝食は欠かさず！
●めざせ！野菜大好き！

運動
水・お茶

1日分 料　　理　　例

食事バランスガイド

主食（ごはん、パン、麺）
ごはん（中盛り）だったら4杯程度

副菜（野菜、きのこ、）
野菜料理 5皿程度

主菜（肉、魚、卵、）
肉、魚、卵、大豆料理から3皿程度

牛乳・乳製品
牛乳だったら1本程度

果物
みかんだったら2個程度

いも、海藻料理

大豆料理

厚生労働省・農林水産省決定

5～7
つ（SV）

5～6
つ（SV）

3～5
つ（SV）

2
つ（SV）

2
つ（SV）

※ SVとはサービング（食事の提供量の単位）の略

1つ分

1.5つ分

1つ分

2つ分

1つ分

3つ分

1つ分

1つ分

ごはん小盛り1杯　おにぎり1個　　　 食パン1枚　　　　   ロールパン2個

ごはん中盛り1杯　　　　　　　　　　うどん1杯　　　　　もりそば1杯　　　　　　スパゲッティー

2つ分

2つ分

2つ分

野菜サラダ　　きゅうりとわかめの　具たくさん　 ほうれん草の　ひじきの煮物　　   煮物　　　　きのこソテー
　　　　　　　　　酢の物　　　　   味噌汁　　　   お浸し

野菜の煮物　　　　　　野菜炒め　　　　   芋の煮っころがし

冷奴　　　　　納豆　　　　目玉焼き1皿　　　　　　　　　焼き魚　　　　　魚の天ぷら　　まぐろとイカの刺身

ハンバーグステーキ　　        豚肉のしょうが焼き　　鶏肉のから揚げ

牛乳コップ半分　チーズ1かけ　スライスチーズ1枚　ヨーグルト1パック　　　　　牛乳瓶 1本分

みかん 1個　　　りんご半分　　　　　かき 1個　　　　梨半分　　 ぶどう半房　　桃 1個

   菓
子・嗜

好

飲料
楽しく・適度に

多すぎても
少なすぎても
コマは倒れます!
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今
、
医
師
会
病
院
は
新
し
く

入
院
ベ
ッ
ド
を
36
床
増
や
す
た

め
に
、
増
改
築
中
で
す
。
そ
の

工
事
に
関
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
工
事
期
間
は
平
成
18
年
８
月

ま
で
の
１
年
間
で
、
現
在
の
駐

車
場
の
場
所
に
増
築
し
ま
す
。

入
院
ベ
ッ
ド
を
増
や
す
理
由

は
、
高
齢
化
が
進
み
長
期
に
わ

た
っ
て
入
院
が
必
要
な
お
年
寄

り
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

　
小
児
科
も
感
染
症
対
策
（
風

邪
や
は
し
か
な
ど
が
う
つ
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
）
を
考
え
て

診
察
室
や
待
合
室
を
改
修
し
ま

す
。
現
在
の
建
物
は
小
児
科
の

こ
と
を
考
え
て
建
て
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
増

改
築
を
機
に
、
よ
り
小
児
科
に

適
合
し
た
も
の
に
な
る
予
定
で

す
。

　
ま
た
リ
ハ
ビ
リ
部
門
の
拡

充
を
目
指
し
て
い
ま
し
て
、
現

在
の
リ
ハ
ビ
リ
室
よ
り
も
広
い

も
の
が
新
た
に
で
き
あ
が
り
ま

す
。
し
か
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
ス

タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
お
り
、
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
を
急

募
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
日

本
全
体
が
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
理
学
療
法

士
や
作
業
療
法
士
の
需
要
は
増

え
て
い
く
は
ず
で
す
。
今
、
学

校
に
行
か
れ
て
い
る
方
や
こ
れ

か
ら
理
学
療
法
士
を
目
指
そ
う

と
い
う
方
も
含
め
、
少
し
で
も

関
心
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非

ご
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
☎
63‒
３
２
４
１〔
代

表
〕事
務
長
宮
成
ま
で
）

　
人
口
が
減
っ
て
い
る
の
に
ベ

ッ
ド
数
を
増
や
し
て
、
大
丈
夫

な
の
か
多
少
の
心
配
は
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
拠
点
病
院
と
し

て
住
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、

役
に
立
て
る
よ
う
職
員
一
同
力

を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
や
、
お
見
舞
い
の

方
々
に
は
駐
車
場
な
ど
で
多
大

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

　  

整
形
外
科
　
大
多
和
　
聡
）

増
改
築
工
事

　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
７
〉

　
　

　
今
月
は
、
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
も
積
極
的
に
身
体
を
動
か
す
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

 

要
介
護
度
悪
化
の
要
因

　
介
護
度
が
悪
化
す
る
要
因
と
し

て
は
、

①
身
体
的
要
因
：
脳
卒
中
、
転
倒

　
等
に
よ
る
骨
折
、
視
力
・
聴
力

　
の
低
下
等
、

②
心
理
的
要
因
：
認
知
症
（
痴
呆
）

　
の
進
行
や
親
し
い
人
と
の
別
離
、

　
社
会
的
役
割
の
喪
失
等
に
よ
る

　
孤
立
感
、
不
安
感
か
ら
く
る
生

　
活
意
欲
の
低
下
等
、

③
物
的
環
境
要
因
：
室
内
の
段
差

　
等
に
よ
る
活
動
性
の
低
下
等
、

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

 

生
活
意
欲
や
、
活
動
性
の
低   

　下
が
か
ら
だ
に
及
ぼ
す
影
響

　
①
筋
肉
が
や
せ
る
、
②
関
節
が

固
ま
る
、
③
骨
折
し
や
す
く
な
る
、

④
食
欲
が
な
く
な
る
、
⑤
刺
激
が

な
い
た
め
意
欲
が
低
下
し
認
知
症

（
痴
呆
）
が
進
行
す
る
、
⑥
め
ま

い
や
立
ち
く
ら
み
を
起
こ
し
や
す

く
転
倒
の
危
険
性
が
あ
る
、
⑦
便

秘
や
下
痢
を
お
こ
し
や
す
い
、
⑧

血
液
の
循
環
が
悪
く
な
り
、
血
管

が
つ
ま
り
や
す
く
な
る
等
の
様
々

な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

 

身
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
る

　さ
ま
ざ
ま
な
効
果

⑴
ま
ず
は
座
る
こ
と
が
大
切

　
座
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
胸
郭
が

広
が
っ
て
呼
吸
が
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
呼
吸
筋
を
動
か
す

こ
と
で
、
空
気
の
通
り
道
に
分
泌

物
が
溜
ま
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
肺

炎
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
起
床
時
は
、
就
寝
時
よ
り
血
圧

を
上
昇
さ
せ
る
働
き
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
、
め
ま
い
や
、
立
ち
く
ら

み
を
起
こ
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

⑵
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
の
効
果

　
筋
肉
を
動
か
す
と
、
筋
肉
の
細

胞
に
栄
養
と
酸
素
を
送
る
た
め
、

血
流
が
増
え
ま
す
。
血
流
が
改
善

す
れ
ば
、
冷
え
や
む
く
み
、
床
ず

れ
の
予
防
に
な
り
ま
す
。
胃
腸
の

動
き
も
活
発
に
な
っ
て
消
化
・
吸

収
が
よ
く
な
り
、
便
秘
が
予
防
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
関
節
が
固
く
な
り
動
か

し
に
く
く
な
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

重
力
に
逆
ら
っ
て
身
体
を
支
え
る

こ
と
で
、
筋
力
が
維
持
さ
れ
、
骨こ

つ

粗そ
し
ょ
う
し
ょ
う

鬆
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
上
手

く
活
用
し
、
環
境
を
整
え
、
積
極

的
に
身
体
を
動
か
し
て
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
、
人
生
に
お
け
る
喜
び
や
楽
し

み
を
広
げ
て
い
く
こ
と
へ
繋
が
っ

て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
保
険
課
介
護
係

　
☎
63‒

１
１
１
１

　（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）

10
月
の
介
護
相
談
日
は

24
日
で
す
。

　
竹
田
市
で
は
、
毎
月
第
４
月

曜
日
に
、
介
護
に
関
す
る
疑
問

や
不
安
、
悩
み
等
に
お
応
え
す

る
た
め
、
相
談
日
を
設
け
て
い

ま
す
（
守
秘
義
務
は
厳
守
し
ま

す
）。



広報たけた 平成17年10月号 14

みんなの
　　ひろば

平成16年10月生まれ

市民の皆さんの声をお寄せください
　「みんなのひろば」では、市民の皆さんの市政や
日々の出来事についてのご意見・ご質問をはじめ、
イラストや写真を掲載します。〆切は毎月10日で
す (10日が土、日、祝日の場合は、前日の平日が〆
切です )。市民の皆さんの投稿をお待ちしています。
あて先：〒878-8555　竹田市大字会々1650番地
　　　　竹田市役所企画情報課
　　　　広報たけた「みんなのひろば」係

「
竹
楽
」

 

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

竹
楽
竹
加
工
委
員
会
で
は
、
11

月
18
日
〜
20
日
に
開
催
さ
れ
る
、

た
け
た
竹
灯
籠
「
竹
楽
」
の
準

備
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　

主
な
作
業
は
、
竹
の
加
工
作
業

と
開
催
日
の
竹
灯
籠
搬
出
と
撤
去

作
業
で
す
。

　

作
業
日
程
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
作
業
時
間
は
９
時
〜
12
時
と

13
時
〜
16
時
と
な
り
ま
す
。

※
10
月
１
日
と
22
日
の
作
業
時
間

　

は
９
時
〜
16
時
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
協
会

　

☎
63‒

２
６
３
８

作業日時 作業場所 作業内容
10 月   1 日㈯※ 九 重 野 伐竹作業・チェーンソー講習
10月   2 日㈰ 内川倉庫 竹加工作業
10月   7 日㈮ 内川倉庫 竹加工作業
10月   8 日㈯ 内川倉庫 竹加工作業
10月   9 日㈰ 内川倉庫 竹加工作業
10月 14日㈮ 内川倉庫 竹加工作業
10月 15日㈯ 内川倉庫 竹加工作業
10月 16日㈰ 内川倉庫 竹加工作業
10月 21日㈮ 内川倉庫 竹加工作業
10月 22日㈯※ 九 重 野 伐 竹 作 業
10月 23日㈰ 内川倉庫 竹加工作業
10月 28日㈮ 内川倉庫 竹加工作業
10月 29日㈯ 内川倉庫 竹加工作業
10月 30日㈰ 内川倉庫 竹加工作業
11月   4 日㈮ 内川倉庫 竹加工作業
11月   5 日㈯ 内川倉庫 竹加工作業
11月   6 日㈰ 内川倉庫 竹加工作業
11月 11日㈮ 内川倉庫 竹加工作業
11月 12日㈯ 内川倉庫 竹加工作業
11月 13日㈰ 内川倉庫 竹加工作業
11月 17日㈭ 市内各所 搬 出 作 業
11月 21日㈪ 市内各所 撤 去 作 業

竹楽竹加工作業日程表
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図書館
から

10月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❽

 竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
 荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
 久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
 直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
東京 DOLL　　　　　　　　　　　　　 石田　衣良
カラーパープル　　　　　　　　　Ａ・ウォーカー
さいごの約束～夫に捧げた有機の酒「和の月」～　坂本　敬子
井形慶子のイギリス式暮らしの知恵　　 井形　慶子
おまけのこ　　　　　　　　　　　　　畠中　　恵
なんくるないさ　　　　　　　　　　　吉野やよい
ターシャの庭　　　　　　　ターシャ・テューダー
〔子どもの本〕
No・6#4 　　　　　　　　　　　　あさの　あつこ
妖怪アパート幽雅な日常 4 　　　　　　香月　日輪
ぴょこたんのなぞなぞ1616（いろいろ）　このみ　ひかる
天使のはしご 1～ 5　　　　　　　　　名木田恵子
きたざわくんからのたからもの　  きたやま　ようこ

竹田市立図書館の休館
日は、3・10・17・21・
24・31 日です。

【一般書】
「美の旅人」伊集院　静（小学館）
　作家の伊集院静が、スペインを旅
して観て歩いた名画を中心に紹介し

ている芸術の秋
に相応しい1冊
です。なかでも
サクラダ・ファ
ミリアやミロの
タペストリーは
最高！秋の夜
長にこの本を
開いてスペイ
ンを旅してみ
ませんか？

 

第
20
回
竹
田
市
美
術
展

　
　  

出
品
作
品
募
集
！

期
間

　
10
月
４
日
㈫
〜
16
日
㈰

　
９
時
〜
16
時
30
分

　
※
11
日
休
館
。

　
　
最
終
日
は
16
時
閉
館
。

会
場

　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

応
募
資
格

　
竹
田
市
在
住
の
高
校

　
生
以
上
の
人

出
品
点
数

　
１
人
１
点

作
品
の
種
類

　
日
本
画
・
洋
画
・

　
版
画
・
工
芸
・
彫
刻
（
展
示
可

　
能
な
も
の
）

作
品
の
規
格

　
作
品
の
大
き
さ
は

　
自
由
。た
だ
し
、額
装
す
る
こ
と

　（
10
号
以
上
の
硝
子
装
は
不
可
）

出
品
料

　
一
般

　
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
学
生

　
　
　５
０
０
円

搬
入
日

　
10
月
３
日
㈪

　
　
　
　
13
時
〜
14
時

搬
出
日

　
10
月
16
日
㈰

　
　
　
　
16
時
〜
17
時

※
不
可
抗
力
に
よ
る
作
品
の
破
損

　
に
つ
い
て
は
、
一
切
責
任
を
負

　
え
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
第
20
回
竹
田
市
美
術
展
運
営
委

　
員
会
（
事
務
局
川
野
和
男
）

　
☎
62‒

２
４
１
６

司
書
お
す
す
め
の
１
冊

 「おはなしルーム」

日時　10月 12日㈬
　　　13：30～
場所　竹田幼稚園

 「おはなし広場」

日時　10月 26日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

【児童書】
「やさいのせなか」
　　　　きうち　かつ（福音館書店）
　大人気の「やさいのせなか」の第
2弾が出ました！みんながしってい
るおいしいやさいがたくさんでてく
るよー。あれれ、せなかがざらざら
これはやさいか
な？
　さあみんな
でいっしょに
やってみよう！
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 17年 9月 1日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前月比 )
人　口　27,772 人　 ( － 57 人 )
　男性　13,012 人　 ( － 37 人 )
　女性　14,760 人　 ( － 20 人 )
世帯数　10,778世帯 (－ 13世帯 )

住民基本台帳登録人数

◇
旧
竹
田
市
が
大
賞
（
一
昨
年
）、

旧
荻
町
が
特
別
賞
（
昨
年
）
を
受

賞
し
た
大
分
朝
日
放
送
の
「
大
分

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
の
出
品
作

品
制
作
に
、
初
め
て
今
年
関
わ
り

ま
し
た
。
撮
影
助
手
か
ら
出
演
、

15
秒
の
映
像
編
集
等
、
普
段
の
広

報
誌
制
作
と
は
異
な
り
、
い
ろ
い

ろ
と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

出
品
作
品
は
各
支
所
ご
と
に
数

点
制
作
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
選
考

し
ま
す
。
ど
の
作
品
も
竹
田
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

選
考
結
果
と
合
わ
せ
て
、
今
月

か
ら
始
ま
る
（
特
番
は
12
月
上
旬

に
放
送
予
定
で
す
）
放
映
が
楽
し

み
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
吉
野
）

郷土の植物
　　　　　　　　　　　　　　　阿孫　久見
　第 7回

センダイソウ（ユキノシタ科）

　

深
山
の
い
つ
も
水
が
落
ち
て
い

る
岩
場
の
陰
地
に
生
育
す
る
茎
の

高
さ
が
20
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。

　

長
い
柄
の
あ
る
互
生
の
葉
は
茎

の
先
端
に
輪
生
状
に
つ
き
ま
す
。

重
鋸
歯
の
あ
る
葉
は
腎じ

ん
ぞ
う
け
い

臓
形
で
、

長
さ
幅
と
も
に
13
㌢
ほ
ど
で
、
両

面
に
粗
い
毛
が
あ
り
ま
す
。

　

秋
の
頃
、
茎
の
先
か
ら
20
㌢
ほ

ど
の
花
茎
を
伸
ば
し
、
円え

ん
す
い
か
じ
ょ

錐
花
序

に
大
小
５
枚
の
細
長
い
純
白
の
花

弁
を
つ
け
た
径
２
㌢
ほ
ど
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
雄
し
べ
10
本
の
白

い
花
糸
に
つ
い
た
赤
い
葯や

く

が
美
し

く
目
立
ち
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
の
植
物
学
者
マ
キ
シ
モ

ウ
イ
ッ
チ
が
命
名
し
た
お
り
に
産

地
を
仙
台
と
し
た
の
で
、
仙せ

ん
だ
い
そ
う

台
草

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
祖
母
・
傾
山
系
の
ご

く
限
ら
れ
た
岩
場
で
観
察
さ
れ
る

産
地
極
限
の
希
少
植
物
で
す
。
大

分
県
に
は
標
本
す
ら
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
１
９
９
８
年
の
早
春
、

筆
者
が
同
山
系
の
標
高
８
０
０
㍍

の
険
し
い
山
腹
を
歩
行
中
、
偶
然

に
も
発
見
し
ま
し
た
。

　

花
期
は
10
月
で
す
。

第35回久住高原祭り
第4回久住高原牛肉祭り
日時　10月 2日㈰　10：00～ 17：00
場所　久住山南登山口・星ふる館周辺 

  第2回久住高原ロールペイント大会
展示場所　久住高原マラソンコース
展示期間　10月 1日～ 10月 10日
●お問い合せ　久住高原祭り実行委員会
　久住総合支所商工観光課内
　久住高原観光協会　☎0974-76-1117

 新竹田市発足記念
大　分　県　立
芸術文化短期大学特別地域演奏会
日　時　10月 9日㈰　開場 14:00　開演 15:00
場　所　竹田市文化会館大ホール
曲　目
　◇瀧廉太郎作曲「荒城の月」
　　　編　曲：大分県立芸術文化短期大学音楽科教授　河野　敦朗
　◇ベートーベン作曲　交響曲第九番「合唱付き」ニ短調作品125
　　　指揮者：船橋　洋介
　　　管弦楽：大分県立芸術文化短期大学管弦楽団
　　　合　唱：大分県立芸術文化短期大学合唱団
　　　独　唱：ソプラノ　大島　栄子（大分県立芸術文化短期大学音楽科教授）
　　　　　　　ア ル ト　廣田　律子（　〃　卒　業　生）
　　　　　　　テノール　行天　正恭（　〃　音楽科講師）
　　　　　　　バ　　ス　中津川洋司（　〃　卒　業　生）
入場料　無料（要整理券）
　　入場整理券残りわずか !!
　　竹田市文化会館、荻・久住・直入
　　各中央公民館にて配布しています。
●お問い合せ
　竹田市文化会館　☎ 63-2734
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「
南
画
の
里
竹
田
、
文
人
書
画
展
」

　

10
月
29
日
㈯
〜
11
月
20
日
㈰

入
館
料　

大
人　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　

１
０
０
円

※
月
曜
休
館
。

　

11
月
４
日
㈮
は
開
館
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
文
人
書
画
展
は
、
大
分
県
立
芸
術
会
館
・

大
分
市
美
術
館
の
南
画
作
品
を
中
心
に
文
人
画
・
豊
後

南
画
全
盛
期
の
作
品
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

※
展
示
会
準
備
の
た
め
、
10
月
25
日
〜
28
日
の

　

間
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

【
予
告
】
11
月
13
日
㈰
、
大
分
県
立
芸
術
会
館

　

巡
回
展
が
、直
入
総
合
支
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
竹
田
素
描
同
好
会
作
品
展
」

　

10
月
２
日
㈰
ま
で

「
第
20
回
竹
田
市
美
術
展
」

　

10
月
４
日
㈫
〜
16
日
㈰

「
い
ち
り
ん
草　
押
し
花
展
示
会
」

　

10
月
18
日
午
後
〜
30
日
㈰

　

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

   

第
22
回
竹
田
薪
能

日
時　

10
月
15
日
㈯　

16
時
30
分
開
始

会
場　

三
日
月
岩
前
水
上
舞
台

　
　
　
（
岡
本
地
区
挾
田
）

演
目

　

能　　
「
項
羽
」
塩
津
哲
生
（
喜
多
流
）

　

狂
言
「
素
袍
落
」
山
本
東
次
郎
（
大
蔵
流
）

　

仕
舞
「
敦
盛
」
塩
津
圭
介
（
喜
多
流
）

　
　
　
　
「
大
江
山
」
狩
野
了
一
（
喜
多
流
）

　
　
　
　
「
鵜
之
段
」
長
島
茂
（
喜
多
流
）

入
場
料

　

指
定
席　
　
　
　
６
、０
０
０
円

　

前
売
り
自
由
席　
４
、０
０
０
円

　
　
　
　

（
当
日　
５
、０
０
０
円
）

　

高
校
生
ま
で　
　
２
、０
０
０
円（
当
日
の
み
）

そ
の
他

　

雨
天
等
に
よ
り
会
場
を
竹
田
文
化
会
館
に
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
購
入
等
の
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
協
会

　

☎
０
９
７
４‒

63‒

２
６
３
８

　

竹
田
市
商
工
観
光
課

　

☎
０
９
７
４‒

63‒

４
８
０
７

　

竹
田
観
交
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
４‒

63‒

０
５
８
５

　

竹
田
創
生
館

　

☎
０
９
７
４‒

62‒

４
１
０
０

　

竹
田
商
工
会
議
所

　

☎
０
９
７
４‒

63‒

３
１
６
１

※
前
売
り
自
由
席
入
場
券
は
、ト
キ
ハ
会
館（
大

　

分
市
）、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
で
も
購
入
で
き
ま

　

す
。

 

第
59
回
瀧
廉
太
郎
記
念

 

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

日
時　

10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

　

22
日
（
予
選
）　

13
時
〜

　

23
日
（
本
選
）　

12
時
〜

　
　

12
時
30
分
〜　

ウ
ィ
ー
ン
留
学
報
告

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル　

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
会
館

　

☎
63‒

２
７
３
４

田
能
村
竹
田
１
７
１
年
祭

期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
３
日
㈭

場
所　

旧
竹ち

く
で
ん
そ
う

田
荘
周
辺

内
容

　

墓
前
祭　

１
日　

10
時
〜

　
　

場
所　

竹
田
墓
地
（
茶
屋
の
辻
）

　

遺
墨
展
（
竹
田
と
そ
の
師
友
・
門
下
の
作
品
）

　
　

１
日
〜
３
日　

９
時
〜
16
時

　
　

場
所　

旧
竹
田
荘
画
聖
堂

　

茶　

会　

２
日
〜
３
日　

９
時
〜
15
時

　
　

場
所　

旧
竹
田
荘
母
屋
他

　
　

入
場
料　

１
、０
０
０
円
（
入
荘
料
込
み
）

　

献
茶
式　

３
日　

９
時
〜

　
　

場
所　

旧
竹
田
荘
画
聖
堂

　
　

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ　

㈶
田
能
村
竹
田
顕
彰
会

　
（
事
務
担
当　

足
達
計
司
）

　

☎
62‒

２
５
２
９

↑猿猴挂樹図（大分県立芸
　術会館蔵）
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10
月
の
お
し
ら
せ

　生
活
情
報

ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）を
口
実
に
し
た

新
手
の
訪
販
リ
フ
ォ
ー
ム
！

　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
が
社
会
問
題

化
し
て
い
ま
す
が
、「
お
宅
の
壁
は
ア
ス
ベ
ス

ト
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
至
急
リ
フ
ォ
ー
ム

が
必
要
だ
」、「
ア
ス
ベ
ス
ト
を
練
り
込
ん
だ
屋

根
材
は
古
く
な
る
と
粉
が
出
て
く
る
の
で
健
康

被
害
が
起
こ
る
と
訪
問
販
売
業
者
か
ら
説
明
さ

れ
た
」等
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
建
物
に
は
、〝
壁
や
天
井
等
に
耐

火
被
覆
材
と
し
て
直
接
吹
き
付
け
る
吹
き
付
け

ア
ス
ベ
ス
ト
〞、〝
屋
根
材
、
壁
材
、
天
井
材
等

と
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
セ
メ
ン
ト
等
を

板
状
に
固
め
た
ス
レ
ー
ト
ボ
ー
ド
〞
等
が
使
用

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
吹
き
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
一
戸
建
住
宅
に
は
通
常
使

用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
口
実
に
し
た
業
者
に
は
、・

説
明
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
で
、
契
約
は
し
な
い

こ
と
・
不
審
を
感
じ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
す
る
こ
と
、
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、壁
等
が
ひ
び
割
れ
た
場
合
や
改
修
、

解
体
時
に
は
建
材
に
含
ま
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
が

飛
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
飛
散
防
止
措

置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
相
談
窓
口
】

　
大
分
県
土
木
建
築
部
建
築
住
宅
課

　
☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　（
内
線
４
６
７
７
）

　
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　
☎
０
９
７
─５
３
４
─０
９
９
９

消
費
生
活
相
談

　
年
々
増
加
す
る
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を

図
る
た
め
、
ま
た
、
よ
り
一
般
消
費
者
に
近
い

立
場
で
相
談
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
く
ら
し

の
安
心
相
談
員
」
に
よ
る
消
費
生
活
相
談
を
行

い
ま
す
。

日
時
　
10
月
25
日
㈭
　
13
時
〜
16
時

会
場
　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
第
５
会
議
室

内
容
　
訪
問
販
売
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
消
費

　
者
相
談

●
お
問
い
合
せ 

　
商
工
観
光
課
消
費
生
活
相
談
担
当

　
☎
63
─４
８
０
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
63
─０
７
０
１

 

イ
ベ
ン
ト

第
26
回
竹
田
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

日
　
時
　
10
月
１
日
㈯
　
19
時
開
演

場
　
所
　
竹
田
市
文
化
会
館

入
場
料
　
大
人
　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
小
中
校
生
　
２
０
０
円

主
　
催
　
竹
田
混
声
合
唱
団

●
お
問
い
合
せ
　
事
務
局
阿
南

　
☎
63
─１
４
２
９

第
43
回
一
村
一
ウ
ォ
ー
ク

「
竹
田
市
荻
町
大
会
」

　
熊
本
県
と
の
県
境
、
大
野
川
の
源
流
に
位
置

し
、
清
ら
か
な
水
と
冷
涼
な
気
候
か
ら
ト
マ
ト

を
始
め
豊
か
な
旨
み
の
高
原
野
菜
が
育
つ
山
紫

水
明
の
地
荻
町
に
、
ぜ
ひ
家
族
揃
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
10
月
２
日
㈰

　
　
　
　
９
時
〜
　受
付
　
10
時
　ス
タ
ー
ト

場
　
所
　
竹
田
市
荻
町
　
福
祉
健
康
エ
リ
ア

コ
ー
ス
　
10 
㌔
コ
ー
ス
・
20 
㌔
コ
ー
ス

参
加
費
　
１
人
３
０
０
円
（
会
員
無
料
）

コ
ー
ス
下
見
　
９
月
17
日
㈯

　
９
時
30
分
　
福
祉
健
康
エ
リ
ア
集
合

留
意
事
項
　
昼
食
、
飲
料
、
雨
具
等
は
各
自
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
大
分
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
所

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
─５
５
２
─０
８
６
７

　
竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　
☎
62
─２
９
８
０
（
昼
・
菊
池
）

　
☎
62
─３
０
７
５
（
夜
・
高
瀨
）

「
生
き
る
た
め
の
哲
学
入
門
」

　
秋
の
夜
長
は
、竹
田
創
生
館
の
「
哲
学
講
座
」

へ
お
出
か
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　「
哲
学
」
と
い
う
と
、
難
し
い
学
問
の
よ
う

で
す
が
、講
師
の
茅
野
先
生
の
巧
み
な
お
話
で
、

大
変
興
味
深
く
哲
学
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
人
で
も

ご
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
生
き
る
こ
と
・
考
え
る
こ
と
」
に
つ
い
て

新
し
い
知
識
の
発
見
、
秋
の
知
的
文
化
講
座
に

あ
な
た
も
ど
う
ぞ
。

日
程

　
10
月
６
日
・
13
日
・
20
日
（
毎
週
木
曜
）

　
　
　
19
時
〜
20
時
30
分

講
師
　
茅
野
良
男
先
生

場
所
　
竹
田
創
生
館
本
館

受
講
参
加
費
　
１
、０
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み
　
竹
田
創
生
館

　
☎
62
─４
１
０
０

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
大
正
14
年
生
ま
れ
。
旧
制
竹
田
小

学
校
、
竹
田
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
文
科
甲
類
を
経
て

昭
和
24
年
３
月
に
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
。
北

海
道
大
学
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
大
阪
女
子
大
学
、
大

阪
大
学
教
授
を
経
て
大
阪
国
際
大
学
教
授
、
大
阪
大
学
名

誉
教
授
を
歴
任
。
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昨
春
の
叙

勲
で
県
内
最
高
位
の
「
勲
二
等
瑞
宝
章
」
受
章
。

く
じ
ゅ
う
花
公
園

　
く
じ
ゅ
う
花
公
園
で
は
、
今
年
も
秋
の
「
秋

桜
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
体
育
の
日
の

３
連
休
に
は
「
竹
田
市
民
感
謝
デ
ー
」
と
し
て

入
園
料
の
割
引
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
花
公
園
を

満
喫
し
ま
せ
ん
か
？

期
間
　
10
月
８
日
㈯
〜
16
日
㈰

　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時
30
分

主
な
イ
ベ
ン
ト
　
花
市
場
・
新
鮮
野
菜
市
・
秋

　
の
味
覚
コ
ー
ナ
ー
・
コ
ス
モ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ

　
ン
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
等

▼
竹
田
市
民
感
謝
デ
ー

期
間
　
10
月
８
日
㈯
〜
10
日
（
月
・
祝
）

対
象
　
現
在
竹
田
市
に
住
民
票
の
あ
る
人

入
園
方
法

　
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許

　
証
や
健
康
保
険
証
）
を
一
人
ず
つ
受
付
窓
口

　
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
大
人
３
０
０
円
、

　
小
人
２
０
０
円
で
入
場
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
く
じ
ゅ
う
花
公
園

　
企
画
広
報
課
　
☎
76
─１
４
２
２
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ア
ー
ト
と
音
楽

　

光
と
大
地
の
コ
ン
サ
ー
ト
in
久
住

日
時　

10
月
８
日
㈯　

18
時
30
分
開
場

　
　
　

19
時
開
始

会
場　

ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
ロ
ー
ズ（
久
住
町
白
丹
）

内
容　

ア
ー
ト
キ
ャ
ン
ド
ル
に
照
ら
さ
れ
た
会

　

場
で
、
ピ
ア
ノ
に
沿
っ
て
絵
を
描
く
パ
フ
ォ

　

ー
マ
ン
ス
と
、
パ
ン
を
焼
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

　

ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト　

２
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

２
、５
０
０
円
（
当
日
）

そ
の
他　

第
７
回
大
分
県
民
芸
術
文
化
祭
若
者

　

文
化
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

久
住
で
ア
ー
ト
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
０
─４
３
５
５
─７
６
６
２
（
堀
田
）

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
久
住
で
ア
ー
ト
」

日
時　

10
月
９
日
㈰　

14
時
〜
16
時

会
場　

久
住
さ
や
か
敷
地
内

内
容　

小
さ
な
絵
か
ら
、
み
ん
な
で
描
く
大
き

　

な
絵
ま
で
、
音
楽
と
と
も
に
制
作
の
喜
び
を

　

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
19
時
か
ら
は
、
沖
縄
か
ら
き
た
バ
ン
ド
に
よ

　

る
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
ま
す
！

●
お
問
い
合
せ　

久
住
で
ア
ー
ト
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
０
─４
３
５
５
─７
６
６
２
（
堀
田
）

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
特
別
展

「
お
お
い
た
蘭
学
事
始

　
　
　

‒

文
明
開
化
へ
の
道‒

」

期
間　

10
月
14
日
㈮
〜
11
月
27
日
㈰

　
　
　

９
時
〜
17
時

※
月
曜
休
館

（
月
曜
が
祝
日
・
振
替
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

観
覧
料　

一
般
８
０
０
円

　
　
　
　

高
・
大
学
生
４
５
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
２
０
０
円

※
20
人
以
上
の
団
体
割
引
有
り

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
立
歴
史
博
物
館

　

宇
佐
市
大
字
高
森

　

☎
０
９
７
８
─37
─２
１
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
８
─37
─２
１
０
１

竹
田
南
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

日
時　

10
月
15
日
㈯　

９
時
〜
13
時

対
象　

中
学
生

送
迎　

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
〜
南
高
校
間
を
学
校

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

　

竹
田
駅
よ
り　

８
時
10
分　

同
30
分
発

内
容　

選
択
コ
ー
ス
授
業
（
情
報
・
福
祉
・
産

　

業
技
術
）
の
見
学
・
体
験
、
部
活
動
の
見
学
・

　

体
験
（
15
時
ま
で
・
要
体
操
服
）

申
込
〆
切　

10
月
13
日
17
時
ま
で
に
電
話
で
申

　
　

込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
南
高
等
学
校

　

担
当
：
後
藤
義
・
鈴
木　

☎
63
─３
２
２
３

U
RL http://w

w
w
3.ocn.ne.jp/~t-m

inam
i/

な
か
よ
し
ま
つ
り

　

大
分
県
立
竹
田
養
護
学
校
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
子
ど
も
た
ち
の
日
頃
の
学
習
の
成
果
を

見
て
い
た
だ
き
、
障
害
児
教
育
や
障
害
者
の
社

会
参
加
等
に
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、「
な
か

よ
し
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
22
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
〜
14
時　

※
雨
天
決
行

会
場　

大
分
県
立
竹
田
養
護
学
校
体
育
館

　
　
　
（
君
ヶ
園
１
１
７
０
）

内
容

　

午
前　

児
童
・
生
徒
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

午
後　

中
学
部
・
高
等
部
生
徒
の
作
業
学
習

　
　

品
販
売
、
保
護
者
の
物
品
バ
ザ
ー
、
卒
業

　
　

生
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
等

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
立
竹
田
養
護
学
校
事
務
室

　

☎
63
─０
７
２
２

い
き
い
き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
何
名
で
も
入
園
無
料

に
な
り
ま
す
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
緑
に

関
す
る
ゲ
ー
ム
・
ク
イ
ズ
等
、
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。
先
着
５
、０
０
０
枚
の
大
抽
選
会
で

は
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
！

　
「
苗
木
や
花
の
種
の
無
料
配
布
」
等
も
行
い

ま
す
。

日
時　

10
月
22
日
㈯　

９
時
〜
16
時

会
場　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド

参
加
方
法　

専
用
受
付
に
て
大
分
県
在
住
の
証

　

明
書
（
免
許
証
や
保
険
証
）
を
提
示
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
公
園
・
生
活
排
水
課

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　
（
内
線
４
６
６
５
）

神
原
穴
森
社
三
百
年
祭

「
千
年
の
恋　
今
甦
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
」

日
時
・
場
所

▼
11
月
５
日
㈯　

前
夜
祭

　

17
時
〜　
講
演　

18
時
〜　
歴
史
劇

　

場
所　

あ
祖
母
学
舎

▼
11
月
６
日
㈰　

９
時
〜　
神
事

　

11
時
〜
15
時　

幻
の
宝
物
展
、
魚
の
つ
か
み

　

取
り
等

　

15
時
〜　
お
楽
し
み
抽
選
会

　

場
所　

健た
け
お
し
も
こ
り
ひ
こ
じ
ん
じ
ゃ

男
霜
凝
日
子
神
社
、神
原
「
緒お

だ
ま
き環
」

　
　
　
　

周
辺

主
催　

穴
森
神
社
３
０
０
年
祭
実
行
委
員
会

●
お
問
い
合
せ　
「
緒
環
」
　

　

☎
67
─２
２
８
８

「
21
ふ
れ
あ
い
健
康
づ
く
り
の
集
い

  

〜
み
ん
な
で
一
緒
に
歩
こ
う
よ
！
」

　

竹
田
市
健
康
づ
く
り
教
室
の
卒
業
生
で
構
成

し
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
竹
田
会
で
は
、
健
康
づ

く
り
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
12
日
㈯　

受
付
９
時
〜

場　

所　

竹
田
文
化
会
館
体
育
館
入
り
口

コ
ー
ス　

６
㌔
コ
ー
ス
・
４
㌔
コ
ー
ス

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
ク
イ

　

ズ
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
賞
と
景
品
を

　

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
弁
当
・
歩
数
計
等
は
各
自

　

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
〆
切　

11
月
９
日
㈬

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

健
康
増
進
課

　

☎
63
─４
８
１
０

調査票への記入は

もう

お済みですか？
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募　

集

た
け
た
竹
灯
籠「
竹
Ｔ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
楽
」

屋
台
村
出
店
受
付

　

11
月
18
日
㈮
か
ら
20
日
㈰
に
か
け
て
開
催
さ

れ
る
「
竹
楽
」
屋
台
村
出
店
の
受
付
を
行
い
ま

す
。
地
産
地
消
を
ご
理
解
の
上
、
竹
田
で
食
事

を
し
て
よ
か
っ
た
と
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
も
の

を
提
案
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
後
、

あ
ら
た
め
て
出
展
者
会
議
に
つ
い
て
ご
案
内
し

ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
竹
田
市
観
光
協
会

会
員
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
〆
切　

10
月
15
日
㈯

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
観
光
協
会　

☎
63‒

２
６
３
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
63‒

２
８
６
１

第
10
回
ふ
る
さ
と
再
発
見
ツ
ア
ー

「
岡
藩
か
ら
延
岡
藩
を
訪
ね
る
ロ
マ
ン
の
旅
」

日
時　

10
月
20
日
㈭　

７
時
50
分

　
　
　

竹
田
市
観
光
協
会
前
集
合

定
員　

35
人
（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
〆
切
）

料
金　

４
、０
０
０
円
（
バ
ス
・
弁
当
代
含
む
）

ル
ー
ト　

豊
後
竹
田
駅
〜
長
昌
寺
〜
城
山
〜
内

　

藤
記
念
館
〜
愛
宕
山
〜
山
下
水
産
〜
西
郷
記

　

念
館
〜
豊
後
竹
田
駅

　

文
学
観
光
ル
ー
ト
で
交
流
の
あ
る
延
岡
市
を

訪
ね
、
岡
藩
と
延
岡
藩
の
つ
な
が
り
や
「
西
南

戦
争
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
市
観
光
協
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
委
員
会

　

☎
63‒

２
６
３
８

第
１
回
豊
肥
地
区
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

日
時　

10
月
23
日
㈰

　

受
付
８
時
30
分
〜　

開
始
９
時
30
分
〜

会
場　

竹
田
市
陸
上
競
技
場

競
技
種
目　

一
般
男
子
・
女
子
（
高
校
生
以
上
）

　

／
中
学
生
男
子
・
女
子
／
小
学
生
男
子
・
女

　

子
（
５
・
６
年
）

参
加
資
格

　

竹
田
市
・
豊
後
大
野
市
在
住
者
及
び
出
身
者

参
加
料　

高
校
・
一
般
５
０
０
円

　

中
学
生
２
０
０
円　

小
学
生
１
０
０
円

※
大
会
当
日
、
受
付
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
〆
切　

10
月
14
日
㈮　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
可

そ
の
他　

一
次
コ
ー
ル
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
競

　

技
時
間
10
分
前
に
招
集
所
集
合
の
こ
と
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
役
所
農
林
畜
産
課
内

　

竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局　

羽
田
野

　

☎
63‒
４
８
０
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
63‒

３
９
９
０

第
１
回
竹
田
市
民
親
睦

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　

10
月
30
日
㈰　

８
時
開
始
予
定

場
所　

久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

プ
レ
ー
料
（
参
加
料
）

　

約
１
０
、０
０
０
円
（
参
加
料
２
、０
０
０
円

　

及
び
食
事
代
含
む
）

※
当
日
フ
ロ
ン
ト
で
個
人
精
算
し
て
く
だ
さ
い
。

競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、

　

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

募
集
定
員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

10
月
１
日
〜
20
日

申
込
場
所　

竹
田
市
福
祉
事
務
所
、
各
総
合
支

　

所
保
健
福
祉
課
、久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、

　

竹
田
ノ
ー
ネ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
練
習
場

主
催　

竹
田
市
民
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

　

大
会
実
行
委
員
会

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
福
祉
事
務
所
管
理
係　

工
藤

　

☎
63‒

４
８
１
１

電
源
セ
ン
タ
ー
研
修

　

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
企
画
立
案
能
力
の
養

成
、
実
践
能
力
の
向
上
等
様
々
な
テ
ー
マ
で
先

進
地
事
例
の
紹
介
等
実
務
的
な
研
修
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

研
修
名　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践
講
座
」

　

都
市
と
農
村
と
の
体
験
交
流
の
あ
り
方
や
手

法
を
現
地
体
験
学
習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

期
日　

10
月
31
日
〜
11
月
２
日

場
所　

岩
手
県
遠
野
市

募
集
〆
切　

10
月
６
日
㈭

募
集
人
員　

４
人

研
修
名　
「
地
域
特
産
を
活
か
し
た
特
産
品
開

　

発
の
考
え
方
・
進
め
方
」

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
「
個
性
あ
る
、
売
れ

る
特
産
品
づ
く
り
」
に
必
要
な
商
品
開
発
、
改

良
の
ポ
イ
ン
ト
、
販
売
方
法
等
を
学
び
ま
す
。

期
日　

11
月
17
・
18
日

場
所　

Ｗ
Ｂ
Ｇ(

ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
デ

　

ン)

千
葉
市
幕
張
メ
ッ
セ
横

募
集
〆
切　

10
月
６
日
㈭

募
集
人
員　

４
人

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
研
究
所　

☎
63‒

４
８
０
７

  
相　

談

社
会
保
険
や
労
働
問
題
等
に
関
す
る

無
料
相
談
会

日
時　

10
月
21
日
㈮　

10
時
〜
16
時

場
所　

三
重
町
商
工
会

　
　
　

豊
後
大
野
市
大
字
市
場

相
談
員　

大
分
県
社
会
保
険
労
務
士
会
豊
後
大

　

野
支
部
会
員

内
容　

労
務
管
理
・
社
会
保
険
・
労
働
保
険
等

　

労
働
法
に
関
す
る
こ
と

●
お
問
い
合
せ　

二
十
日
会
労
務
管
理
事
務
所

　

☎
63‒

３
６
８
６

秋
の
行
政
相
談
週
間

　

秋
の
行
政
週
間
に
ち
な
ん
で
、
10
月
28
日
に

行
政
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
行
政
相
談
員

は
、
地
域
住
民
と
行
政
機
関
と
の
橋
渡
し
役
と

し
て
、
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

時
間　

10
時
〜
15
時

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
せ　

行
政
相
談
員

　

田
仲
静
夫　

☎
63‒

２
４
５
４

　

渡
辺
義
照　

☎
77‒

２
０
６
７

　

斉
藤
義
昭　

☎
75‒

２
６
９
２

　

太
田
正
一　

☎
68‒

２
４
８
０

  

試　

験

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時　

11
月
27
日
㈰

会
場　

県
立
緒
方
工
業
高
校
他
県
下
各
地

願
書
受
付
期
間

　

10
月
３
日
㈪
〜
13
日
㈭

願
書
提
出
先　

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

※
受
験
願
書
は
竹
田
市
消
防
本
部
（
署
）、
久

　

住
分
署
、
緒
方
分
署
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

内
容
・
日
時

法
令　

10
月
16
日
㈰
・
11
月
３
日
㈭

物
理
・
科
学　

10
月
23
日
㈰
・
11
月
６
日
㈰

甲
種
法
令　

10
月
27
日
㈭

甲
種
物
理
・
化
学　

10
月
19
日
㈬
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保
健
衛
生

薬
と
健
康
の
週
間

　

10
月
17
日
か
ら
23
日
は「
薬
と
健
康
の
週
間
」

で
す
。

・
説
明
書
や
薬
袋
を
よ
く
読
み
、
用
法
・
用
量
、

　

服
用
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
日
光
・
高
温
・
湿
気
を
さ
け
て
、
子
ど
も
の

　

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

薬
の
１
１
０
番

　
「
く
す
り
」
に
つ
い
て
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
間　

10
月
17
〜
21
日　

10
時
〜
15
時

●
お
問
い
合
せ　

㈳
大
分
県
薬
剤
師
会

　
（
薬
事
情
報
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
９
７‒

５
４
４‒

９
５
１
２

「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
」

　

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
の
間
は
「
麻
薬
・

覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
」
の
期
間
で
す
。

　

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
等
の
乱
用
は
、
乱
用
者
個

人
の
健
康
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
の

犯
罪
の
誘
因
等
公
共
の
福
祉
に
計
り
知
れ
な
い

危
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等

の
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解
し
、
み
ん
な
で
薬

物
乱
用
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
11
月
19

日
に
は
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
（
別
府
市
）
で
平
成

17
年
度
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
九
州

地
区
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

  

福　

祉

子
育
て
支
援
者
養
成
研
修
会

　

大
分
県
で
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

の
充
実
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
人

材
を
確
保
・
養
成
す
る
た
め
の
研
修
会
を
実
施

し
ま
す
。
あ
な
た
の
熱
意
を
子
育
て
に
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

研
修
内
容　

子
育
て
支
援
者
と
し
て
活
躍
す
る

　

た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
術
等
に
関
す
る
内

　

容　

20
時
間

日
程　

10
月
27
日
、
11
月
11
、
24
日
、

　

12
月
６
、
20
日
、
１
月
12
、
27
日

会
場　

大
分
県
大
野
県
民
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
旧
三
重
保
健
所
）
他

受
講
対
象
者　

養
成
研
修
終
了
後
に
、
市
が
行

　

う
子
育
て
支
援
活
動
等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

　

し
て
携
わ
る
意
志
が
あ
る
人

※
託
児
を
行
い
ま
す
。
託
児
が
必
要
な
受
講
者

　

は
、
そ
の
旨
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　

20
人
程
度

申
込
受
付
期
限　

10
月
14
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
大
野
県
民
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

地
域
福
祉
課

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

０
１
６
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
４‒

22‒

７
５
８
０

人
工
内
耳
説
明
・
相
談
会

　

大
分
県
難
聴
協
会
で
は
、
完
全
失
聴
や
そ

れ
に
近
い
難
聴
者
に
人
工
内
耳
装
着
で
聴
力
を

回
復
さ
せ
る
医
学
的
処
置
に
関
す
る
無
料
の
説

明
・
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈮　

13
時
〜
14
時
30
分

会
場　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
４
階
視
聴
覚
室

　
　
　
（
大
分
市
府
内
町
）

講
師　

鈴
木
正
志　

大
分
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽

　

喉
科
教
授

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
難
聴
者
協
会
事
務
局

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７‒

５
４
１‒

２
７
４
５

  

案　

内

10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」、

10
月
は
土
地
月
間
で
す
！

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
は
、
契
約
締
結

後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で
す
。届
出
は
、

土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主
等
）
が
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

届
出
の
必
要
な
土
地
は
？

　

市
街
地
区
域
２
、０
０
０
平
方
㍍
以
上
、

市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内

５
、０
０
０
平
方
㍍
以
上
、
そ
の
他
の
区
域

１
０
、０
０
０
平
方
㍍
以
上

届
出
の
必
要
な
取
引
は
？

　

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代

物
返
済
、
共
有
持
ち
分
の
譲
渡
、
地
上
権
・
賃

借
権
の
設
定
・
譲
渡
、
予
約
完
結
権
、
買
戻
権

等
の
譲
渡
（
こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
で
も
、
事

後
に
届
出
が
必
要
で
す
）

届
出
書
類
は
？

　

届
出
書
、
契
約
書
の
写
し
、
位
置
図
、
付
近

案
内
図
、
形
状
図
（
字
図
）
を
土
地
の
所
在
す

る
市
町
村
国
土
法
担
当
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

台
風
14
号
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
へ

　

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
先
日
の
台
風
14
号
に

よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ
、
住
宅

の
復
旧
に
伴
う
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
返
済
期
間
の
延
長
等
、
お
客
様
の
状

況
に
応
じ
た
返
済
方
法
の
変
更
等
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、
現
在
ご
返
済
中
の
金
融
機
関

又
は
住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店
ま
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

　

☎
０
９
６‒

３
８
７‒

２
０
０
０

　

右
記
時
間　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

丙
種
法
令
・
物
理
・
科
学

　

11
月
５
日
㈯　

９
時
〜
17
時

会
場　

大
分
県
教
育
会
館

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
地
区
危
険
物

　

安
全
協
会
（
竹
田
市
消
防
本
部
予
防
課
内
）

　

☎
63‒

０
１
１
９

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
級

ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ク
レ
ー
ン
運
転
士
他
18
の
職

種
に
つ
い
て
、
労
働
安
全
性
製
法
に
基
づ
く
各

種
免
許
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
格
を
取
っ

て
、
明
る
い
未
来
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
）

　

☎
０
９
４
２‒

43‒

３
３
８
１

  

講　

習

液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
免
状
取
得
者

に
対
す
る
法
定
義
務
再
講
習

　

こ
の
再
講
習
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
５
年
に

１
回
（
初
回
は
３
年
）
以
内
に
受
講
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す

る
人
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
21
日
㈪
〜
22
日
㈫

　
　
　

９
時
〜
17
時　

※
い
ず
れ
か
１
日

会
場　

大
分
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
大
分
市
下
宗
方
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
液
化
石
油
ガ
ス
教
育
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
８‒

５
４
８
３

　

U
RL　
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年　

金

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

20
歳
代
の
若
年
者
（
学
生
を
除
く
）
に
つ
い

て
は
、世
帯
主
で
あ
る
親
と
同
居
し
て
い
て
も
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
は

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
猶
予
の
承
認
を
受
け

て
い
る
期
間
中
に
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
生
じ
た
時
に
は
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
余
裕
が
で
き
た
時
に
納
め
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
（
２
年
以
上
経
過
後
は
当
時
の
保

険
料
額
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
）。

　

猶
予
の
申
請
は
、
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
役

場
の
国
民
年
金
係
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
学
生
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
を

送
付
し
ま
す

　

平
成
17
年
１
月
か
ら
９
月
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
人
を
対
象
に
、
11
月
上
旬
頃

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
よ
り
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
証
明
す
る
も
の
で
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
（
所
得
税

法
の
改
正
に
よ
り
、
証
明
書
の
添
付
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
）。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
制
度

　

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
は
、
林
業
・
木

材
産
業
の
経
営
改
善
や
事
業
開
始
に
必
要
な
機

械
・
施
設
の
購
入
の
た
め
の
資
金
を
県
が
無
利

子
で
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者　

林
業
や
木
材
製
材
業
を
営
む
個
人
、

　

会
社
、
団
体

貸
付
限
度
額　

個
人　
　
　

１
、５
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　

会
社　
　
　

３
、０
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　

団
体　
　
　

５
、０
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　

木
材
産
業　
　
　
　
　
１
億
円

返
済　

均
等
年
賦
払
い

そ
の
他　

連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す
。
貸
付
金

　

が
６
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
担
保
提

　

供
も
し
く
は
融
資
機
関
を
通
じ
て
の
借
り
入

　

れ
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
竹
田
直
入
地
方
振
興

　

局
林
業
課　

☎
63‒

１
１
７
４

  

労　

働

大
分
県
最
低
賃
金

　

平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
、
大
分
県
最
低
賃

金
は
時
間
額
６
１
０
円
に
変
わ
り
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
労
働
局
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

３
２
１
５

豊
肥
地
域
労
働
講
座

日
時　

10
月
13
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎
３
階
大
会
議
室

対
象
者　

労
働
者
、
労
働
組
合
員
、
使
用
者
、

　

人
事
労
務
担
当
者
、
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る

　

人
40
人
程
度

参
加
料　

無
料

テ
ー
マ
「
労
働
時
間
の
適
正
管
理
の
た
め
の
基

　

礎
知
識
」「
労
働
審
判
制
度
の
ス
タ
ー
ト
と

　

最
近
の
労
働
判
例
・
事
例
に
つ
い
て
」

申
込
〆
切　

10
月
11
日
㈫

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
大
分
地
方
振
興
局
労
政
課

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
　
（
内
線
５
７
２
３
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７‒

５
３
４‒

４
４
９
８

「
年
齢
に
関
わ
り
な
い
募
集
・
採
用
」
に
ご
協
力
を
！

　

10
月
は
、「
年
齢
に
関
わ
り
な
い
募
集
・
採

用
促
進
月
間
」
で
す
。
雇
用
対
策
法
に
よ
り
、

労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
つ
い
て
、
年
齢
に

関
わ
り
な
く
均
等
な
機
会
を
与
え
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
、
年
齢
で
は
な
く
個
々
の

労
働
者
の
適
正
・
能
力
に
応
じ
た
募
集
・
採
用

を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

８
６
０
９

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
建
設
現
場
で
働
く
人
々
の
た

め
に
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
に
よ
り
国

が
作
っ
た
制
度
で
す
。

　

事
業
主
が
、
現
場
で
働
く
労
働
者
の
共
済
手

帳
に
、
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
書
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
時
に
、
建
退
共
か
ら
退
職

金
を
支
払
う
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者 

建
設
業
現
場
で
働
く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

●
お
問
い
合
せ　

建
退
共
大
分
県
支
部

　

大
分
市
荷
揚
町　

大
分
県
建
設
会
館
内

　

☎
０
９
７‒
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※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（田仲静夫：☎ 63 ‒ 2454、渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

※可燃ごみ・不燃ごみ・廃プラごみ・
　資源ごみ収集日→12日㈬

1 ㈯ ・国勢調査調査日　・全国一斉司法書士法律相談（登記、供託、訴訟等）・土地・建物表示登記無料相談 10:00 ～ 15:00（竹田市公民館竹田分館）　・第 2回久住高原ロールペイント大会展示（10日まで、久住高原）　・
「楽書会」作品展 (31 日まで /竹田観交情報センター）　・第 26回竹田混声合唱団定期演奏会 19:00 ～（竹田市文化会館）　・九州電力竹田支店岡城石垣清掃　・土地の日　・法の日・「法の日」週間 7日まで

2 ㈰ ・第 35回久住高原まつり　・第 4回久住高原牛肉祭り（久住山南登山口・星降る館周辺）10:00 ～ 17:00　・一村一ウォーク「竹田市荻町大会」9:00 ～（荻町福
祉健康エリア）　・竹田スポーツレクリエーションクラブ小学生フットサル大会 13:00 ～（竹田市総合運動公園陸上競技場）　・古紙リサイクル週間（8日まで）

3 ㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日

4 ㈫ ・第 20回竹田市美術展（16日まで /市民ギャラリー水琴館）
・都市景観の日

5 ㈬
6㈭ ・秋季哲学講座「生きるための哲学入門」19:00 ～ 20:30（竹田創生館）　・行政相談 9:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）

・" みちづくし in 大分 "「道守九州会議交流会 2005」13:00 ～（7日まで /ビーコンプラザ他〔別府市・大分市〕）　・国際協力の日

7 ㈮
8㈯ ・秋桜祭（16日まで）8:30 ～ 17:30（くじゅう花公園）　・荻保育所運動会　・なおいり保育園秋季大運動会 9:00 ～　・城原井路秋季水恩祭 10:00 ～（道

の駅竹田前ひろば他）　・明治地区市政懇談会 19:00 ～ 21:00（明治地区多目的集会所）　・城原八幡社大祭前夜祭　・宮処野神社秋季大祭 11:00 ～ 21:00

9 ㈰ ・大分県立芸術文化短期大学特別地域演奏会 15:00 ～（竹田市文化会館）　・直入幼稚園わくわく運動会　・第 16回豊の国ねんりんピック（大分市）
・城原八幡社大祭

10㈪ ・第 3回久住さわやかスポーツ大会 9:00 ～（竹田市久住総合運動公園〔久住地域の人対象〕）
・体育の日　・目の愛護デー

11㈫ ・全国地域安全運動（20日まで）　・竹田温泉花水月休館日
・40歳からの健康週間（17日まで）

12㈬ ・国際防災の日　・石油機器点検の日
・おはなしルーム 13:30 ～（竹田幼稚園）

13㈭ ・豊肥地域労働講座 13:30 ～ 16:00（大分県竹田総合庁舎 3階大会議室）
・秋季哲学講座「生きるための哲学入門」19:00 ～ 20:30（竹田創生館）

14㈮ ・子育て支援者養成研修会受講申込〆切　・平成 17年度特別展「おおいた蘭学事始－文明開化への道－」（11月 27日まで /大分県立歴史博物館）
・第 1回豊肥地区陸上競技選手権大会参加申込〆切　・竹田地区市政懇談会 15:00 ～ 17:00（竹田分館）　・鉄道の日　・国際標準化デー

15㈯ ・竹楽屋台村出店受付〆切（竹田市観光協会）　・第 20回 Jr. クロスカントリー大会 9:00 ～（日本一のマラソン練習コース）
・第 22回竹田薪能 16:30 ～（三日月岩前水上舞台、雨天時は竹田市文化会館）　・竹田南高校オープンスクール 9:00 ～ 13:00



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100

16㈰ ・竹田市職員採用試験第 1次試験 8:30 ～ 15:00
・家庭の日

17㈪ ・薬と健康の週間（23日まで）　・薬の 110 番（21日まで）10:00 ～ 15:00  ☎ 097-544-9512
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日　・秋の行政相談週間（23日まで）

18㈫ ・県病健康教室「婦人がんの診断と治療－子宮体部がんが増えています－」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階地域医療室〔大分市〕）　
・大分県 安全・安心まちづくり県民大会 13:30 ～（大分県総合社会福祉会館〔大分市〕）　・統計の日

19㈬ ・温泉療養文化館御前湯休館日
・社会保険相談所 (年金相談 )10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）

20㈭ ・第 10回ふるさと再発見ツアー「岡藩から延岡藩を訪ねるロマンの旅」7:50 竹田市観光協会前集合
・秋季哲学講座「生きるための哲学入門」19:00 ～ 20:30（竹田創生館）

21㈮ ・身体障害者巡回相談会 9:00 ～ 11:00（竹田市総合社会福祉センター）　・青少年の日　・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）
・社会保険や労働問題等に関する無料相談会 10:00 ～ 16:00（三重町商工会〔豊後大野市〕）

22㈯ ・第 59回瀧廉太郎記念  全日本高等学校声楽コンクール予選 13:00 ～（竹田市文化会館）
・いきいきグリーンプランＤＡＹ 9:00 ～ 16:00（ハーモニーランド〔日出町〕）　・なかよしまつり 9:30 ～ 14:00（大分県立竹田養護学校体育館）

23㈰ ・第 59回瀧廉太郎記念  全日本高等学校声楽コンクール本選 12:00 ～（竹田市文化会館）　・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「秋色の涌田山
周辺」 8:00 竹田市文化会館集合（※2）　・第 1回豊肥地区陸上競技選手権大会 9:30 ～（竹田市陸上競技場）

24㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日

25㈫ ・長湯温泉ゲートボール大会 8:30 ～ 17:00（中央グラウンド /26 日まで）

26㈬ ・久住地区市政懇談会 19:00 ～ 21:00（久住中央体育館）　・ひきこもり家族教室 13:00 ～ 15:30（大分県精神保健福祉センター〔大分市〕）
・原子力の日　・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）

27㈭
28㈮ ・人工内耳説明・相談会 13:00 ～ 14:30（コンパルホール 4階〔大分市〕）

・行政相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター会議室）

29㈯ ・第 1回文人書画展（竹田市立歴史資料館 /11 月 20 日まで）

30㈰ ・第 1回竹田市民親睦チャリティーゴルフ大会 8:00 ～予定（久住高原ゴルフ倶楽部）

31㈪ ・市県民税 3期、国民健康保険税 4期、介護保険料 4期納期限
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日

特記事項・
そ の 他

・仕事と家庭を考える月間　・母子保健強調月間　・里親を求める運動　・共同募金運動（12月 31日まで）　・土地月間　・麻薬・覚せい剤乱用運動（11月 30日まで）　・「年齢に関わらない募集・採用促進月間」
・田能村竹田 171 年祭（11月1日～ 3日）1日：墓前祭 10:00 ～（竹田墓地〔茶屋の辻〕）1～3日：遺墨展 9:00 ～ 16:00（旧竹田荘画聖堂）2～3日 : お茶会 9:00 ～ 15:00（旧竹田荘）3日：年祭法要・献茶式 9:00 ～（旧竹田荘画聖堂）

竹田市社会福祉協議会相談日
・一般相談（4・11・18・25日）9:00 ～ 12:00
・法律相談（14日）13:00 ～ 16:00 ※要予約




